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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年7月4日(2019.7.4)

【公表番号】特表2017-530627(P2017-530627A)
【公表日】平成29年10月12日(2017.10.12)
【年通号数】公開・登録公報2017-039
【出願番号】特願2017-513469(P2017-513469)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ  19/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｂ   13/00     　　　　
   Ｈ０４Ｒ    3/00     ３３０　
   Ｈ０４Ｒ   19/00     ３３０　
   Ｈ０４Ｂ   11/00     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月28日(2019.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信用のデータを受信器に提供する送信器と、
　前記送信器により提供される前記データを受信し、前記データの符号化データ信号への
ＤＣフリーデータ符号化を実施するデータ符号化器と、
　前記符号化データ信号を受信し、前記符号化データ信号を含む増幅された駆動信号を提
供するトランスデューサ駆動回路と、
　前記増幅された駆動信号に応じて超音波周波数帯域で動作し、水状の体に音響的に結合
されて、前記符号化データ信号を含む広帯域超音波データ信号を、前記受信器により受信
されるように前記水状の体を通して送信するＣＭＵＴトランスデューサであって、前記広
帯域超音波データ信号が送信される前記超音波周波数帯域は、１００ｋＨｚから４０ＭＨ
ｚの間の周波数を含む、ＣＭＵＴトランスデューサと、
　前記広帯域超音波データ信号を少なくとも１Ｍｂ／ｓｅｃのデータ転送レートで前記受
信器に無線送信するために、前記ＣＭＵＴトランスデューサがコラプスモードで動作する
ように、前記ＣＭＵＴトランスデューサをつぶすためのバイアス電圧を提供するバイアス
回路と
を備える、超音波体内通過通信デバイス。
【請求項２】
　前記トランスデューサ駆動回路と前記ＣＭＵＴトランスデューサとの間に結合されたイ
ンピーダンス整合回路をさらに備える、請求項１に記載の超音波体内通過通信デバイス。
【請求項３】
　前記ＣＭＵＴトランスデューサは、１００％を超える帯域幅を有する広帯域超音波デー
タ信号を送信する、請求項１に記載の超音波体内通過通信デバイス。
【請求項４】
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　前記超音波周波数帯域は、４ＭＨｚから８ＭＨｚの間の周波数を含む、請求項１に記載
の超音波体内通過通信デバイス。
【請求項５】
　水状の体に音響的に結合され、前記水状の体を通って伝達された広帯域超音波データ信
号を送信器から受信するＣＭＵＴトランスデューサであって、前記広帯域超音波データ信
号は符号化データ信号を含み、前記広帯域超音波データ信号は１００ｋＨｚから最高約４
０ＭＨｚの間の周波数帯域で送信され、前記送信器から前記広帯域超音波データ信号を少
なくとも１Ｍｂ／ｓｅｃのデータ転送レートで無線受信するために、前記ＣＭＵＴトラン
スデューサがコラプスモードで動作するように、前記ＣＭＵＴトランスデューサをつぶす
ためのバイアス電圧を加えることによって、前記広帯域超音波データ信号を受信する、Ｃ
ＭＵＴトランスデューサと、
　前記ＣＭＵＴトランスデューサに結合されて前記バイアス電圧を提供するバイアス回路
と、
　前記ＣＭＵＴトランスデューサに結合され、受信された前記広帯域超音波データ信号を
増幅する増幅器と、
　増幅された前記広帯域超音波データ信号を受信し、前記受信された広帯域超音波データ
信号から、前記符号化データ信号を抽出する受信器と、
　ＤＣフリーデータ符号化を用いて、前記符号化データ信号から情報データ信号を復号す
る復号器と
を備える、超音波体内通過通信デバイス。
【請求項６】
　前記受信器はデータ相関をさらに実施する、請求項５に記載の超音波体内通過通信デバ
イス。
【請求項７】
　前記ＣＭＵＴトランスデューサと前記増幅器との間に結合されたインピーダンス整合回
路をさらに備える、請求項５に記載の超音波体内通過通信デバイス。
【請求項８】
　前記受信器が、
　所望の周波数の超音波信号に応じて、前記受信器を、前記受信された広帯域超音波デー
タ信号を処理するために完全な作動状態にするウェークアップ回路
をさらに備える、請求項５に記載の超音波体内通過通信デバイス。
【請求項９】
　水状の体に音響的に結合されるＣＭＵＴトランスデューサであって、前記ＣＭＵＴトラ
ンスデューサはさらに、前記水状の体を通して第１の広帯域超音波データ信号を送信し、
前記水状の体を通して伝達された第２の広帯域超音波データ信号を送信器から受信し、前
記ＣＭＵＴトランスデューサは、前記第１の広帯域超音波データ信号を１００ｋＨｚから
最高約４０ＭＨｚの間の周波数帯域で送信する、ＣＭＵＴトランスデューサと、
　データを受信器に提供する送信器と、
　前記送信器により提供される前記データを受信し、前記データの符号化データ信号への
ＤＣフリーデータ符号化を実施するデータ符号化器と、
　前記符号化データ信号を受信し、前記ＣＭＵＴトランスデューサに、増幅された駆動信
号を提供するトランスデューサ駆動回路と、
　前記ＣＭＵＴトランスデューサに結合されて、前記第１の広帯域超音波データ信号を少
なくとも１Ｍｂ／ｓｅｃのデータ転送レートで無線送信するために、コラプスモードで動
作するように前記ＣＭＵＴトランスデューサをつぶすためのバイアス電圧を提供するバイ
アス回路と、
　受信した前記第２の広帯域超音波データ信号を増幅する、前記ＣＭＵＴトランスデュー
サに結合された増幅器と、
　増幅された前記第２の広帯域超音波データ信号を受信し、受信した前記第２の広帯域超
音波データ信号から前記符号化データ信号を抽出する受信器と、
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　前記ＤＣフリーデータ符号化を用いて、前記符号化データ信号から情報データ信号を復
号する復号器と
を備える、超音波体内通過通信送受信器。
【請求項１０】
　前記ＣＭＵＴトランスデューサが、超音波撮像データを提供する超音波撮像システムの
トランスデューサであり、前記第１の広帯域超音波データ信号が、前記超音波撮像データ
を含む、請求項９に記載の超音波体内通過通信送受信器。
【請求項１１】
　前記データ符号化器は、前記送信器により提供される前記データにマンチェスター符号
化を適用する、請求項１に記載の超音波体内通過通信デバイス。
【請求項１２】
　前記送信器、前記データ符号化器、前記トランスデューサ駆動回路、前記ＣＭＵＴトラ
ンスデューサ、又は前記バイアス回路のうちの少なくとも１つに電圧を提供する電池をさ
らに備え、前記電圧は約１Ｖ～約５Ｖの間である、請求項１に記載の超音波体内通過通信
デバイス。
【請求項１３】
　前記送信器、前記データ符号化器、前記トランスデューサ駆動回路、前記ＣＭＵＴトラ
ンスデューサ、及び前記バイアス回路は、血管内撮像カテーテルの遠位部に配置され、前
記受信器への送信用に提供される前記データは、超音波撮像データを含む、請求項１に記
載の超音波体内通過通信デバイス。
【請求項１４】
　前記トランスデューサ駆動回路は、前記増幅された駆動信号を前記超音波周波数帯域で
提供する、請求項１に記載の超音波体内通過通信デバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　図５は、図４のＣＭＵＴ１０の動作の電気的な概略図である。ＤＣバイアス電圧ＶＢが
バイアス端子２４に印加され、誘導性インピーダンスなど、ＡＣ信号に対して高インピー
ダンスＺを呈する経路により、メンブレン電極２０に結合される。ＡＣ信号は、信号端子
２６からメンブレン電極との間で容量結合される。メンブレン１４上の正電荷は、基板１
２上の負電荷に引きつけられると、メンブレンを膨らませる。ＣＭＵＴは、容量性のデバ
イスの２つの逆に帯電した板が共に可能な限り接近するようにメンブレンが膨らんだとき
、最も感度がよくなることが見出された。２つの板を近接させることは、ＣＭＵＴによっ
て音響信号エネルギーと電気信号エネルギーとの間でより大きな結合を生ずることになる
。したがって、メンブレン１４と基板１２の間の誘電性スペーシング３２が、動作信号の
条件下で維持可能な程度に小さくなるまでバイアス電圧ＶＢを増加させることが望ましい
。構成された実施形態では、このスペーシングは、概して１ミクロン以下程度であった。
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